










 富山スダディ調査をもとに、出生時からの体重増加に関与する要因を明らかにする目的

から、出生時からの体重変化と 3歳児肥満との関係について検討した。要因としては、遺

伝的要因が強い 3 項目、個人要因が強い 7 項目、家族要因が強い、3 項目の合計 13 項目

を使用した。月当り 0.30kg 以上の増加は男児で 39.5%(1618/4099)、女児で

28.7%(1111/3874)であった。月当り 0.30kg 以上の体重増加に関与した項目は、男女児と

も「身体活動が活発」、「母親の職業が常勤また自営」、「主たる保育者が祖父母」、「父親の

BMI がサ 24 以上」、「母親の BMI が 24 以上」、男児で「間食時間が不規則」であった。体

重増加に対する重回帰分析の結果では、遺伝的要因に個人要因や家族要因を追加するにつ

れて重相関係数か増加した。したがって、個人要因や家族要因を考慮して、3 歳児肥満を

予防するのが望ましいと考えられた。


